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地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会（
交
牧
連
）と
は

活動の目的
　酪農生産者同士が交流・意見交換する場をつくり、都市生活者や地域住民との交流活動や教育的活動
を進めていくことにより、日本酪農に対する理解や支援を獲得する。

柱となる活動
全国的なネットワークを活かした相互研鑚や交流【つなぐ】
　本会の全国的なネットワークを一層強固なものとするため、会員の活動の充実・深化に資するテーマ
を設定し、年に１度地域ブロックの持ち回りで全国研修会を開催。
　また、全国７地域のブロック（北海道・東北・関東・北陸・近畿中国四国・九州）に分け、地域貢献
の観点から生乳生産者や農協等と連携し、ブロック活動を行う。消費者と直接交流する場を設ける等、
酪農教育ファーム活動や（一社）中央酪農会議が展開するミルクジャパン運動を積極的に推進すること
により、酪農の持つ「教育力」を活用した食育活動等を行う。
　さらに、本会の活動状況や会員情報などの発信を行なうため、会報紙「ＤＦニュース」の作成や、ホー
ムページの運営、フェイスブック等の SNS を活用し、情報共有を図る。

酪農教育ファーム等の社会貢献活動【続ける】
　東日本大震災及び熊本地震の被災地への支援について、未だ復興の途上であることを踏まえ、被災地
域の児童への酪農体験（小学校等への出前授業）を継続して実施。

酪農後継者と酪農理解者の育成【育てる】
　日本酪農の発展に貢献する観点から、クラブ・ユース事業を行い、後継者世代の育成を図る。
　酪農家が集う勉強会やイベント等で新規会員募集パンフレットを配布・説明するなどして、新規会員
の獲得を図る。
　また、酪農教育ファーム等の社会貢献活動、酪農理解醸成のためのイベント等を通じて、酪農理解者
を獲得・育成することに努める。

会員数
313 人（令和元年 5 月時点）

地域交流牧場全国連絡会会長
渡辺 隆幸 

（有）渡辺体験牧場

　

令
和
元
年
度
、
地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
の
発
足
か
ら
２０
年
を
迎
え
ま

し
た
。
熱
い
思
い
を
持
っ
た
自
立
心
の
強
い
酪
農
家
た
ち
が
集
ま
り
、
平
成

１１
年
に
設
立
さ
れ
た
本
会
は
、
日
本
酪
農
の
発
展
に
資
す
る
べ
く
、
時
代
に

沿
い
な
が
ら
、
消
費
者
へ
の
国
産
牛
乳
乳
製
品
の
重
要
性
の
啓
発
や
、
酪
農

教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
、
震
災
復
興
支
援
、
後
継
者
育
成
、
家
畜
防
疫
対
策
、

地
域
貢
献
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
義
あ
る
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
設
立
２０
年
を
記
念

し
て
、
令
和
元
年
１０
月
２４
日
に「
２０
周
年
記
念
式
典
」
を
北
海
道
釧
路
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
直
近
１０
年
間
に
焦
点
を
あ
て
、
国
内
情
勢
と
と

も
に
本
会
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
特
色
あ
る
活
動

な
ど
を
発
表
い
た
だ
き
、
最
後
に
は
若
手
会
員
か
ら
の
力
強
い
宣
言
が
な

さ
れ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
次
の
３０
年
目
、
４０
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
何
を
繋
げ
て
い
く
か
を
確
か
め
合
い
な

が
ら
、
笑
い
あ
り
・
涙
あ
り
の
、
素
晴
ら
し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
会

員
の
活
動
や
思
い
が
凝
縮
さ
れ
た
こ
の
式
典
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
共
有

し
た
１０
年
間
の
内
容
や
、
本
会
の
基
本
的
な
デ
ー
タ
な
ど
を
記
録
と
し
て

残
す
た
め
、
２０
周
年
記
念
誌
を
公
刊
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
行
っ
て
き
た
活
動
や
、
各
牧
場
で
の
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
活
動
の
取
り
組
み
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
届
い
て
い
ま
す
。
そ

の
力
は
大
き
く
な
り
、
や
が
て
必
ず
自
分
た
ち
の
も
と
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
こ
と
を
私
た
ち
は
行
っ
て
い
る
と
、
自
信
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
１０
年
後
も
、
２０
年
後
も
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
か
ら
地
域
交
流
牧
場
の
未
来
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん

な
で
と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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会
長
か
ら
の
こ
と
ば
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04

05

07

13

15

年度 会長 副会長 副会長 会員数氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属
H11

横尾  文三 ヨコオ牧場
九州 湯浅  優子 湯浅ファーム 北海道 北島  一夫 北島牧場 関東 130

H12 202

H13 広瀬  文彦 リバティヒル
広瀬牧場 北海道

伊藤　立 デイリーパラダ
イス

北陸
東海

218

H14

広瀬  文彦 リバティヒル
広瀬牧場 北海道

安富  聖二 （有）安富牧場 近中四 230
H15 231

H16 浦田  健治郎 由 布 院・うらけ
ん牧場 九州 241

H17
藤川　修

（有）藤川牧場
（しおのえふじか
わ牧場）

近中四
248

H18 244
H19

鈴木  トモ子 山の牧場 九州
253

H20 藤田　毅 （有）フジタファー
ム 北陸 287

H21

藤田  毅 （有）フジタ
ファーム 北陸

吉田  恭寛
吉田牧場
牧場のログハウ
ス「ちちぶ路」

関東
広野  正則 （有）広野牧場 近中四

299
H22 314
H23 311
H24 286
H25 広野  正則 （有）広野牧場 近中四 清水  ほづみ 清水牧場 東海 294
H26 289
H27

清水  ほづみ 清水牧場 東海
安原  栄蔵

ABITANiA
ジャージー
ファーム

東北

花房  享一郎
フラワーステー
ションファーム　
花房牧場

近中四
299

H28 309
渡辺  隆幸 （有）渡辺体験牧場 北海道

H29
渡辺  隆幸 （有）渡辺体験牧場 北海道 砂流  裕美子 砂流牧場 近中四

312
H30 309
H31 加茂  太郎 （株）加茂牧場 関東 313

※所属は当時のもの



和暦
西暦

年度

●「
施
設
所
有
者
賠
償
責
任
保
険
」設
置

●
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク「
D
F
」作
成

●
海
外
研
修
積
み
立
て
制
度
創
設

●
P
R
パ
ン
フ「JO

IN
 U

S

」制
作
配
布

●
新
規
就
農
円
滑
化
モ
デ
ル
事
業
の
活
用
を
開
始

●「
国
内
先
進
地
事
例
視
察
」開
催

●
機
関
紙「
Ｄ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
」創
刊

●「
第
1
回
全
国
専
門
部
会
」開
催

●
生
産
物
責
任
賠
償
保
険
設
置

●「
第
１
回
海
外
研
修
」開
催（
英
国
・
教
育
フ
ァ
ー
ム
）

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ー
ル
作
成
を
開
始

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

●「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
認
証
制
度
検
討
委
員
」選
出

●「
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
0 

in 

お
か
や
ま
」出
展

●「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
委
員
」選
出

●「
牧
場
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」作
成

全
国
活
動
の
主
な
内
容（
新
規
事
業
を
中
心
に
記
載
）

11
1999

12
2000

13
2001

■「
国
内
先
進
地
事
例
視
察
」開
催

　
交
流
活
動
を
実
施
す
る
会
員
の
活
動
の
支
援
の
た
め
、平
成
11
年
か
ら
乳
製
品

製
造
や
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
な
ど
の
国
内
の
先
進
的
事
例
の
視
察
を
年
に
２
回
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
15
〜
20
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。平
成
14
年
度
か
ら
は
こ
の
企

画
に
代
わ
り
、ブ
ロ
ッ
ク
間

の
垣
根
を
越
え
て
広
く
全

国
の
会
員
と
交
流
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
全
国
研
修

会
」
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

■
海
外
研
修
の
開
催

　
海
外
の
先
進
的
交
流
活
動
や
牧
場
・
施
設
を
視
察
す
る
た
め
、
平
成
12
年
〜
16

年
度
の
間
、年
に
１
回
海
外
研
修
会
を
実
施
。希
望
者
は
本
会
で
参
加
費
を
積
み
立

て
、の
べ
60
名
が
研
修
会
に
参
加
し
た
。

■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
作
成

　「D
airy Farm

」の
頭
文
字「
D
F
」

を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の

で
、
P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
機
関
紙
、封
筒
な
ど

に
掲
示
し
活
用
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

■
牧
場
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

　「
牧
場
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
で
作
成
し

て
い
た「
牧
場
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
交
牧

連
で
作
成
。

■
機
関
紙「
D
F
ニ
ュ
ー
ス
」の
発
行

　
会
員
牧
場
の
交
流
活
動
や
、
関
連
し
た
法
律
改
正
・
補
助
金
制
度
の
紹
介
、
海

外
先
進
国
情
報
の
提
供
、
会
員
間
の
情
報
・
意
見
交
換
を
目
的
と
し
て
、
平
成
１２

年
１
月
に
創
刊
号
を
発
行
。活
動
内
容
報
告
を
中
心
に
、設
立
か
ら
の
歩
み
や
今
後

の
活
動
予
定
な
ど
を
掲
載
し
た
。形
や
内
容
は
か
わ
り
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
５９
も
の

D
F
ニュ
ー
ス
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

海
外
研
修
の
様
子

⬅
平
成
１
５
年
ス
イ
ス

➡
平
成
１６
年
フ
ラ
ン
ス ●平成13年東北開催

　飯田牧場視察

●平成13年東北開催
　蔵王酪農センターチーズ研修

交
牧
連
設
立
の
経
緯

　

本
会
設
立
の
発
端
は
、（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
が
平
成
6
年
か
ら
行
っ
て
い
た「
日
本

の
牧
場
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
取
り
組
み
だ
っ
た
。
こ
れ
は
乳
製
品
の
輸
入
自
由

化
も
含
む「
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
」に
お
い
て
、
諸
外
国
か
ら
の
市
場

開
放
圧
力
が
高
ま
る
最
中
、
消
費
者
か
ら
の
日
本
の
酪
農
の
生
産
現
場
へ
の
理
解
と
支

持
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
。
平
成
９
年
に
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参

加
す
る
酪
農
家
の
一
部
有
志
を
中
心
に
、
よ
り
積
極
的
な
消
費
者
の
交
流
活
動
の
推
進

交
牧
連
設
立
か
ら
１
０
年
間
の
活
動

45

年度 訪問国 研修テーマ 参加人数

H12 イギリス 教育ファーム 7
H13 イタリア ジェラート研修 17

H14 フランス 教育ファーム・グリーン
ツーリズム 14

H15 スイス 山岳チーズと風土を生か
した酪農経営 13

H16 フランス 教育ファーム 9

と
全
国
の
交
流
型
牧
場
間
の
連
携
を
図
ろ
う
と
す
る
活
動
が
始
ま
り
、
平
成
10
年
に「
全

国
消
費
者
交
流
牧
場
連
絡
会（
仮
称
）」
発
起
人
会
を
開
催
し
、
全
国
6
ブ
ロ
ッ
ク
で
地

域
準
備
会
を
開
催
。

　

そ
し
て
平
成
11
年
７
月
１
日
に
、
東
京
都
内
に
て「
設
立
総
会
」
を
開
催
し
、「
地
域
交

流
牧
場
全
国
連
絡
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
地
域
で
の
熱
心
な
呼
び
か
け
に
よ
り
、
130
も
の

牧
場
が
加
入
し
た
。

和暦
西暦

6
1994

年度

月12
中
央
酪
農
会
議
で「
日
本
の
牧
場
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」開
始 

　
生
産
者
と
消
費
者
の
直
接
的
な
交
流
活
動
に
よ
る
、
生
産
現
場
へ
の
理
解
と
支
持
の

獲
得
が
目
的（
当
初
51
牧
場
が
参
加
）

　
ー 

乳
製
品
自
由
化
も
含
む「
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
」に
お
い
て
、
諸
外

国
か
ら
の
市
場
開
放
圧
力
が
高
ま
る
最
中 
ー

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
牧
場
の一部
有
志
を
中
心
に
、
よ
り
積
極
的
な
交
流
活
動
の
推
進
と

全
国
の
交
流
型
牧
場
間
の
連
携
を
図
ろ
う
と
す
る
活
動
開
始

　「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
対
す
る
関
心
の
急
速
な
高
ま
り
を
受
け
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
参
加
牧
場
も
２
０
０
超

全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
で「
地
域
準
備
会
」が
開
催

設
立
総
会
開
催
⇩「
地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
」設
立

内
　
容

「
全
国
消
費
者
交
流
牧
場
連
絡
会（
仮
称
）」発
起
人
会
の
開
催

　
15
名
の
発
起
人
の
う
ち
、12
名
が
参
加

9
1997

10
1998

11
1999

2～37

■「
日
本
の
牧
場
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」開
始

　
平
成
６
年
〜
１１
年
ま
で
の
6
年
間
実
施
。参
加
牧
場
は
２
９
５
牧
場
と
な
り
、

そ
の
半
数
程
度
が
本
会
の
会
員
と
な
っ
た
。

　
２
牧
場
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
豪
華
景
品
が
当
た
る
と

い
う
企
画
。応
募
総
数
は
通
算
で
３８
万
通
。

　
参
加
牧
場
に
は
ス
タ
ン
プ
台
や
の
ぼ
り
、応
募
用
の
ペ
ン
な
ど
が
支
給
さ
れ
た
。

現
在
の
会
員
牧
場
で
こ
の
ス
タ
ン
プ
台
が
置
か
れ
て
い
る
様
子
を
目
に
す
る
こ

と
も
。



１０
周
年
か
ら
１０
年
間
の
活
動

67

和暦
西暦

年度

●「
第
1
回
全
国
研
修
会
」開
催（
N
H
K「
ふ
る
さ
と
の
食  

に
っ
ぽ
ん
の
食
」へ
の
出
展
）

●「
オ
ー
プ
ン 

フ
ァ
ー
ム 

デ
イ
」実
施

●「
と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5
」参
加

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ま
き
ば
っ
こ
」作
成

●「
牛
乳
に
相
談
だ
。（
中
央
酪
農
会
議
）」協
力

●「
第
1
回
新
規
会
員
研
修
会
」開
催

●「
第
1
回
食
育
推
進
全
国
大
会（
大
阪
）」参
加

●「
お
い
し
い
国
産
牛
乳
・
乳
製
品
フ
ェ
ア
」協
力

●
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
を
指
定
団
体
等
へ
移
管

●「
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」開
催

●「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
特
別
専
門
委
員
会
」開
催（
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
認
証
制
度
の
見
直
し
）

●「
乳
製
品
製
造
技
術
研
修
会（
中
酪
主
催
）」参
加

●「
カ
ウ
パ
レ
ー
ド
in
丸
の
内
」参
加

●「
10
周
年
記
念
誌
に
係
る
座
談
会
」実
施

●「
食
育
推
進
全
国
大
会（
島
根
県
）」参
加

●「
10
周
年
記
念
行
事
」開
催

●「
10
周
年
記
念
誌
〜
牛
と
と
も
に
人
と
と
も
に
〜
」発
行

全
国
活
動
の
主
な
内
容（
新
規
事
業
を
中
心
に
記
載
）

17
2005

18
2006

19
2007

14
2002

16
2004

20
2008

21
2009

「
牛
乳
に
相
談
だ
。」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　
中
央
酪
農
会
議
が
牛
乳
消
費
拡
大
事

業
と
し
て
始
め
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
平
成

17
〜
21
年
度
）。タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
牛
乳
離
れ

が
と
り
わ
け
顕
著
な
10
代
に
絞
り
、
牛
乳

の
位
置
づ
け
を『
親
し
み
の
あ
る
存
在
』に

高
め
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
。本
会
活
動
で

も
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
イ
ベ
ン
ト
へ

出
向
き
グ
ッ
ズ

を
配
る
な
ど
、

思
い
出
深
い

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

だ
っ
た
。

■「
10
周
年
記
念
行
事
」開
催

　
設
立
10
周
年
を
記
念
し
、
こ
れ
ま
で
の
10
周
年
の
取
組
み
経
過
を
踏
ま
え
「
つ
な
ご

う
、
牛
・
人
・
未
来
〜
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
私
た
ち
牧
場
の
こ
と
〜
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
記
念
行
事
の
開
催
と
記
念
誌
の

制
作
を
行
っ
た
。記
念
行
事
に
は
約
130
名

の
会
員
・
関
係
者
が
集
い
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。記
念
誌
に
は
全
国
61
会
員
が
活

動
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
寄
稿
し
た
。

■「
第
１
回
新
規
会
員
研
修
会
」開
催

　
入
会
３
年
以
内
の
会
員
を
対
象
と
し
て
、本
会
活
動
の
理
解
促
進
や
活
動
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
第
１
回
目
を
栃
木
県
で
実
施
。「
地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
と
は
何
か
」の
講
演

や
、（
有
）那
須
高
原 

今
牧
場
及
び
体
験
館
〞T
R
Y
〞〞T
R
Y
〞〞T
R
Y
〞人
見
牧
場

の
視
察
を
行
っ
た
。

■「
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」開
催

　
理
事
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
東
京
都
で
実
施
。本
会
活
動
の
ね
ら
い
を
共
有
し
、

個
性
を
尊
重
し
た
組
織
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。２２
名
が
参
加
し
た
。

和暦
西暦

年度

ー 

口
蹄
疫
発
生 

ー

ー 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
改
正
に
伴
う「
飼
養
衛
生
管
理
基
準
」の
大
幅
な
見
直
し 

ー

●「
交
流
活
動
に
お
け
る
感
染
症
防
疫
マ
ニ
ュ
ア
ル
」策
定

●
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
運
動
と
連
携
し「
オ
ー
プ
ン 

フ
ァ
ー
ム 

デ
イ
」実
施

ー 

口
蹄
疫
清
浄
国
へ 

ー

ー 

東
日
本
大
震
災
発
生 

ー

●
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
分
割

●
代
議
員
会
書
面
議
決

　「
オ
ー
プ
ン 

フ
ァ
ー
ム 

デ
イ
」中
止

●
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業
開
始

　
⬇
第
1
回
目
と
な
る
も
ー
も
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催（
宮
城
県
石
巻
市
立
橋
浦
小
学
校
）

内
　
容

22
2010

23
2011

■「
オ
ー
プ
ン 

フ
ァ
ー
ム 

デ
イ
」実
施

　
平
成
１６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
会
員
が
一斉
に
牧
場
を
消
費
者
に
開
放
す
る

「
オ
ー
プ
ン 

フ
ァ
ー
ム 

デ
イ
」。

　
平
成
22
年
度
に
は「
M
I
L
K 

J
A
P
A
N
」と

連
携
し
、
１０
月
９
〜
１１
日
の
３
日
間
に
実
施
し
、
全

国
217
牧
場
が
参
加
。本
会
で
は
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ー
ム

デ
イ
の
の
ぼ
り
を
作
成
し
、積
極
的
に
活
動
に
参
加
。

■
ミ
ル
ク
ジ
ャ
パ
ン
運
動
に
つ
い
て

　「
牛
乳
に
相
談
だ
。」
に
代
わ
り
平
成
22

年
度
に
中
央
酪
農
会
議
が
始
め
た
牛
乳
定

着
化
・
地
域
支
援
事
業
「
M
I
L
K 

J
A
P
A
N
」。「
牛
乳
が
日
本
を
元
気
に

す
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
展
開
し
て
お
り
、

本
会
と
し
て
も
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
ー
ム
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
に
協

力
し
て
き
た
。

月469 81023410

■「
交
流
活
動
に
お
け
る
感
染
症
防
疫
マ
ニ
ュ
ア
ル
」策
定

　
宮
崎
県
に
お
け
る
口
蹄
疫
の
発
生
を
受
け
、
今
後
も
交
流
活
動
を
継
続
的
に
発
展
さ

せ
る
に
は
、
安
全
衛
生
対
策
に
万
全
を

期
し
、
伝
染
症
に
対
す
る
防
疫
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
再
認
識
さ

れ
、
専
門
家
も
交
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
中
心
に
防
止
及
び
発
生
時

の
対
応
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

　
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
の
認
証
研
修
会
で
の
資
料
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
感
染
症
防
疫
の
基
本
は
、
感
染
の

原
因
と
な
る
病
原
微
生
物
を「
持
ち

込
ま
な
い
」「
広
が
ら
せ
な
い
」「
持

ち
出
さ
な
い
」
を
基
本
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
対
す
る
具
体
的
な
防
疫

対
策
方
法
を「
乳
牛
」「
外
来
者
」「
車

両
」な
ど
対
象
別
に
記
載
。ま
た
、
参

考
に
「
乳
用
牛
に
お
け
る一般
的
衛

生
管
理
マ
ニュ
ア
ル
」「
消
毒
薬
の
作

り
方
と
使
い
方
」（
農
林
水
産
省
）な

ど
も
掲
載
し
て
い
る
。
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■
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業
の
あ
ゆ
み

　
東
北
・
関
東
地
区
を
中
心
と
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
震
災
の
影

響
に
よ
り
酪
農
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
会
員
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
全
国

の
会
員
か
ら
の
多
数
の
意
見
を
受
け
、
平
成
２３
年
度
の
代
議
員
会
に
お
い
て
、
震
災
か
ら
の

復
興
・
復
旧
の
た
め
の
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
を
決
定
。

　
事
業
で
は
、
消
費
者
交
流
を
行
う
牧
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
る
本
会
の
強
み
を
活

か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
食
と
い
の
ち
の
学
び
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、「
心
の
傷
を
癒
す
」こ
と

を
第
一
の
目
的
と
し
て
掲
げ
、
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
を
実
施
。

　
小
学
校
に
向
か
う
ま
で
の
光
景
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
な
か
で
、
目
を
覆
い
た
く
な

る
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
が
、
体
験
を
通
し
子
ど
も
た
ち
の
目
に

は
輝
き
が
戻
り
、
体
験
が
終
わ
る
頃
に
は
笑
顔
で
我
々
を
送
り
出
し
て
く
れ
た
。

●これまでのもーもースクール開催実績一覧

　

こ
の
活
動
は
ニ
ュ
ー
ス
や
TV
番
組
、

地
方
紙
な
ど
で
取
り
上
げ
・
紹
介
さ

れ
、
会
の
存
在
を
広
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

89

●H27.9.24●H28.9.21
岩手県陸前高田市立竹駒小学校

●H29.9.14●H30.9.7
岩手県大船渡市立末崎小学校

●H25.9.9
岩手県陸前高田市立小友小学校

●H24.9.4
岩手県陸前高田市立長部小学校

●H23.11.10●H24.9.3●H27.9.3
岩手県大船渡市立綾里小学校

●H23.9.9●H24.9.5●H25.9.10
●H26.9.4
岩手県石巻市立北上（橋浦）小学校

●H28.9.3●H27.9.25
岩手県陸前高田市立矢作小学校

●R1.9.18
岩手県陸前高田市立気仙小学校

●H28.10.14
宮城県仙台市立岡田小学校 ●H29.9.15

宮城県亘理町立荒浜小学校

●H30.11.20
宮城県山本町立坂元小学校

●H25.10.8
福島県相馬市立八幡小学校

●H27.10.7
福島大学付属特別
支援学校

●H30.9.29
福島県飯館村立草野・
飯樋・白石小学校

●H27.10.22
福島県大熊町立熊町・
大野小学校

●R1.11.6
福島県南相馬市立高平小学校

●H29.11.14
福島県南相馬市立大甕小学校

●H26.9.25
福島県いわき市立久之浜第一小学校

●H28.9.6
福島県いわき市立小名浜第二小学校

和暦
西暦

年度

― 

飼
料
価
格
高
騰 

―

●
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ

●「
衛
生
管
理
区
域
へ
の
立
ち
入
り
の
制
限
サ
イ
ン
」作
成

― 

政
権
交
代（
民
主
党
↓
自
民
党
） 

―

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
現
行
）作
成

●「
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
検
討
会
議
」開
催

内
　
容

24
2012

25
2013

■
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　
立
ち
上
げ

　
会
員
同
士
の
情
報
交
流
の
迅
速
化
・

効
率
化
の
た
め
、
会
員
間
で
のSN

S

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
）
の
活
用
を
推
進
す
べ
く
、

本
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
、会
員
の
活
動
情
報
発
信
に
対

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。現
在
で
は
、

多
く
の
会
員
の
情
報
交
換
・
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

月1011 11110 1212

■「
衛
生
管
理
区
域
へ
の
立
ち
入
り
の

　
制
限
サ
イ
ン
」作
成

　
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
変
更
に
伴
い
、衛
生
管
理
区
域
を

他
の
区
域
と
区
分
す
る
た
め
の
サ
イ
ン
を
作
成
。増
加
す
る

海
外
か
ら
の
観
光
客
が
会

員
牧
場
に
訪
れ
た
際
の
対

応
を
支
援
す
る
た
め
、
衛

生
管
理
区
域
へ
の
立
ち
入

り
を
制
限
す
る
旨
の
英
語

の
サ
イ
ン
も
作
成
し
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
。

■「
ワ
ー
ル
ド
デ
イ
リ
ー
サ
ミ
ッ
ト（
横
浜
）」参
加

　
世
界
各
国
か
ら
酪
農
関
係
者
が一堂
に
会
し
、
酪
農
・
乳
製
品
に
関
す
る
最
新
の

研
究
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
る

「
ワ
ー
ル
ド
デ
イ
リ
ー
サ
ミ
ッ

ト
」が
横
浜
で
開
催
さ
れ
、
会

員
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促

し
、
世
界
の
酪
農
乳
業
関
係

者
と
の
交
流
を
図
っ
た
。ま

た
、
本
会
の
存
在
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
英
語
版
の
紹

介
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
中
央

酪
農
会
議
が
出
展
し
た
ブ
ー

ス
で
配
布
し
た
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
酪
農
や
牛
乳
乳
製

品
に
興
味
を
持
つ
消

費
者
と
会
員
酪
農
家

の
橋
渡
し
を
す
る
た

め
、
消
費
者
に
酪
農

を
紹
介
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
強
化
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ

ニュ
ー
ア
ル
。

■
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
現
行
）作
成

　
新
規
会
員
獲
得
の

た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
新
し
く
作
成
。２
万

部
印
刷
し
、関
係
団
体

に
配
布
・
新
規
加
入

の
勧
誘
を
い
た
だ
く

よ
う
依
頼
し
た
。

●「
ワ
ー
ル
ド
デ
イ
リ
ー
サ
ミ
ッ
ト（
横
浜
）」

　
参
加
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■
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事
業
の
あ
ゆ
み

　
平
成
24
年
度
、
本
会
の
会
員
後
継
者
同
士
の
交
流
の
場
と
な
り
う
る
「
ク

ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事
業
」
の
開
始
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
た
。

　
事
業
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
活
動
の
主
体
と
な
る
若
手
の
意
見

を
聞
く
た
め
、
平
成
25
年
12
月
に
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
検
討
会
議
を
開
催
。
各

ブ
ロ
ッ
ク
の
推
薦
者
及
び
会
長
・
副
会
長
、
交
流
部
会
長
に
よ
る
意
見
交
換

を
実
施
し
、
若
手
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
、
会
長
や
副
会
長
が
若

手
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
協
議
。

　
事
業
は
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
「
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
代
表
」
が

主
体
と
な
っ
て
計
画
・
実
行
し
、
担
当
理
事
が
監
督
を
務
め
る
形
で
運
営
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
平
成
26
年
12
月
に
は
東
京
都
内
に
て
、
第
１
回
目
の
勉

強
会
「
若
手
酪
農
家
の
集
い
」
を
開
催
。
以
降
、
年
に
２
回
の
推
進
会
議
と
、

年
に
１
～
２
回
の
勉
強
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
。

NO 和暦 開催日 名　称 会　場 参加者
1 H26 12/9 「勉強会と大望年会」 東京都 東京大学弥生キャンパス 53
2 H27 7/12  「酪農って良いな！！魂談会」 東京都 農林水産省7階講堂 53

3 H27 12/6〜7 「らくのうサミットin熊本」
～酪農って素晴らしい～ 熊本県 阿蘇ミルク牧場等 71

4 H28 7/7〜8 「らくのうサミットin青森」 青森県 ABITANiA
ジャージーファーム 63

5 H28 12/4 「らくのうワールドカフェ」 東京都 大妻女子大学
千代田キャンパス 87

6 H29 6/7〜8 「らくのうサミットｉｎ北海道」 北海道 新嵐山荘、
カントリファーマーズ藤田牧場 86

7 H29 12/3 「らくのうサミットｉｎ東京」 東京都 東京農業大学世田谷キャンパス 79
8 H30 12/2〜3 「らくのうサミットｉｎ愛知」 愛知県 名古屋都市センター、愛知牧場 92

9 R1 12/1〜2 「らくのうサミットｉｎ新潟」 新潟県 新潟大学駅南キャンパスときめいと、
(有)フジタファーム 59

これまでの勉強会（若手の集い）開催実績一覧

ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事
業
の
成
果

　
平
成
29
年
度
に
は
、
そ
の
活
動
の
成
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
同
年

の
代
議
員
会
に
て
報
告
さ
れ
た
。

　
具
体
的
な
成
果
と
し
て
は
、「
参
加
し
た
学
生
が
牧
場
実
習
に
来
た

（
10
件
）」「
交
牧
連
へ
の
入
会
に
つ
な
が
っ
た
（
9
件
）」「
就
職
や
就

農
に
つ
な
が
っ
た
（
6
件
）」「
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
た
（
2
件
）」

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
事
業
の
成
果
が
確
認
さ
れ
た
。

■
参
加
し
た
酪
農
家
の
感
想

●
参
加
者
同
士
の
距
離
が
近
く
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や

す
か
っ
た
。

●
た
く
さ
ん
の
人
と
話
す
場
面
が
あ
り
よ
か
っ
た
。

●
学
生
さ
ん
に
、
酪
農
の
事
を
聞
か
れ
る
の
は
自
分
の
た
め
に
も
な
っ
た
。

■
参
加
し
た
学
生
の
感
想

●
将
来
の
就
職
先
へ
の
不
安
が
解
消
さ
れ
た
。

●
色
ん
な
地
域
の
色
ん
な
年
代
の
方
と
話
が
出
来
て
、
学
校
で
は
聞
け

な
い
こ
と
が
学
べ
た
。

●
短
い
時
間
で
と
て
も
濃
い
内
容
で
し
た
。

1011

クラブ・ユース検討会議の様子

第１回「若手酪農家の集い」の様子

第 2 回「若手の集い」の様子

和暦
西暦

年度

ー 

消
費
増
税（
５
％
↓
８
％
） 

ー

●
３
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
策
定（
代
議
員
会
）

●
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事
業
・
第
１
回
勉
強
会
開
催

●
手
洗
い
看
板
・
立
ち
入
り
禁
止
看
板（
中
酪
作
成
）活
用

ー 

規
制
改
革
会
議
が
、生
乳
流
通
改
革
の
提
言
を
取
り
纏
め 

ー

ー 

熊
本
地
震
発
生 

ー

●「
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
研
修
会
」開
催

●
熊
本
県
で
の
第
１
回
目
の
復
興
支
援
事
業
実
施

　（
熊
本
市
立
帯
山
西
小
学
校
）（
九
州
生
乳
販
連
主
催
）

●
全
国
段
階
の
専
門
部
会
活
動（
交
流
・
製
造
・
広
報
）の
廃
止
に
と
も
な
い

　
交
流
・
製
造
の
担
当
理
事
廃
止
、新
た
に
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
担
当
理
事
を
選
任

●
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
強
化
費
導
入

内
　
容

26
2014

28
2016

27
2015

■
手
洗
い
看
板
・
立
ち
入
り
禁
止
看
板
活
用

　
補
助
事
業
を
活
用
し
、
酪
農
体
験
牧
場
に
対
す
る
防
疫
対
策
及
び
食
中
毒
事
故

防
止
対
策
と
し
て
中
央

酪
農
会
議
が
「
手
洗
い
看

板
」
及
び
「
立
ち
入
り
禁

止
看
板
」（
日
本
語
、
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の

4
カ
国
語
併
記
）
を
制

作
。全
会
員
に
配
布
し
活

用
し
た
。

月451111 123542

■
熊
本
県
で
の
第
１
回
目
の
復
興
支
援
事
業
実
施

　
平
成
28
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
り
、
県
内
の
多
く
の
学
校
が
避
難
所

と
な
っ
た
。そ
ん
な
学
校
へ
支
援
し
た
い
と
い
う
意
見
が
理
事
会
で
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、「
熊
本
市
立
帯
山
西
小
学
校
」に
て
も
ー
も
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。開
催
に
あ
わ
せ
、
被
災
者
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
た
同
校
の
森
江
校
長
よ
り
、

地
震
発
生
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
こ
ど
も
た
ち
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
体
験
が
出
来
た
。

■
３
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
策
定

　
本
会
の
目
的
を
改
め
て
認
識
し
、
本
会
の
活
動
を
全
会
員
に
分
か
り
や
す
く
共
有

す
る
た
め
、簡
潔
な
表
現
で「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
内
容
は
理
事
会
等
で
協
議
さ
れ
、
平
成
23
年
に
始
め
た「
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
事
業
」を
会
と
し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
や
、
平
成
25
年
に
新
た
に「
ク

ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事
業
」が
始
ま
っ
た
こ
と
で「
後
継
者
の
育
成
」を
活
動
視
野
に
入
れ
る

（
平
成
26
年
度
）こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
さ
れ
、第
15
回
代
議
員
会
に
て
決
定
。

　
①
つ
な
ぐ
―
―
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
相
互
研
鑚
や
交
流

　
②
続
け
る
―
―
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
等
の
社
会
貢
献
活
動

　
③
育
て
る
―
―
酪
農
後
継
者
と
酪
農
理
解
者
の
育
成

■
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事
業
・

　
第
1
回
勉
強
会
開
催

　
東
京
大
学
に
て
第
１
回
目
の
勉
強
会

（
若
手
の
集
い
）を
開
催
。ク
ラ
ブ
・
ユ
ー

ス
代
表
た
ち
の
意
向
か
ら
、会
員
の
み
な

ら
ず
酪
農
を
志
す
大
学
生
に
も
参
加
を

呼
び
か
け
、
５４
名
が
参
加
。学
生
も
含
め

た
5
名
の
参
加
者
よ
り
活
動
事
例
発
表

の
後
交
流
会
を
実
施
。若
手
会
員
同
士

だ
け
で
な
く
、学
生
と
の
横
の
繋
が
り
も

構
築
さ
れ
た
。

■
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
強
化
費
の

導
入

　
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事
業
や
専
門
部

会
研
修
な
ど
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
実
態
に

応
じ
た
活
動
を
企
画
・
実
施
す
る

と
と
も
に
、ブ
ロ
ッ
ク
活
動
等
へ
の
会

員
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
た
め

に
、「
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
等
強
化
費
」を

地
域
活
動
費
に
新
設
。

●
東
北
復
興
支
援
事
業
4
か
年
の
取
組
報
告

　（
全
国
研
修
会
）

■「
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
研
修
会
」

開
催

　
酪
農
情
勢
に
関
す
る
幅
広
い
知
見
を
得

る
こ
と
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
情
報
共
有

を
目
的
に
、
理
事
を
対
象
に
愛
知
県
で
研

修
会
を
開
催
。指
定
団
体
制
度
の
重
要
性

や
、
東
海
地
域
の
酪
農
を
め
ぐ
る
情
勢
等

に
つ
い
て
講
演
、牧
場
視
察
を
行
っ
た
。



北海道ブロック
　北海道ブロックは、一番端にある会員牧場から反対側の一番端にあ
る会員牧場までの距離は６４０km ぐらいあります。ですので、
全会員が集まるのはなかなか難しいのですが、年２回の
総会や“エリア別”と称した地域ごとの集まりに併せ、
工夫を凝らした研修会を実施したり、会員牧場への訪
問などを行い研鑽と交流を深めています。また、クラブ・
ユース活動も平成２８年度から開始し、毎回好評な内
容で学生に対する酪農業界への招致や、新規会員獲得
に一役を担っています。

東北ブロック
　東北ブロックには、法人化している企業的な牧場や、家族経営の牧場、
農業高校など、様々な会員が所属しており、お互いの立場を理解しあいな

がら協力して活動をしています。
東日本大震災以降は、被災地での酪農体験を実施するほか、

研修会を開催し、会員牧場の視察や、チーズ作り、酪農教
育ファームなどを勉強しています。
特徴的な活動として、酪農教育ファーム東北地域推進委
員会と連携して高校生にも酪農体験で活躍してもらうた

め、会員の農業高校での研修「ジュニアファシリテーター
研修」を実施しており、研修後は酪農体験でスタッフとして

参加していただいています。

関東ブロック　

　設立当初からブロックで行っていた「わくわくモーモースクール」への
協力や、NHKイベント「ふるさとの食　にっぽんの食」への出展をは
じめ、チーズやジェラートの製造研修会、消費者交流研修会
として会員牧場の視察を行ったり、学生との交流会として

「酪農の仕事セミナー」を開催するなど、様々な活動を
実施しています。活動を通じて、世代を超えた酪農家同
士のつながりや、酪農を志す学生達、そして新たな交牧
連の仲間とのつながりが広がり、より活動が活発になって
います。

北陸ブロック　

　特徴的な活動として、平成 28 年に他ブロックに先駆けて、
クラブ・ユース活動を開始し、過去３回の研修会を実施しま

した。カフェのようにリラックスした雰囲気で自由に話し
合う「ワールドカフェ」の形式で、学生や酪農を志す

若者と会員が勉強や交流をしています。北陸地域は
落ち込んでいく生産体制を再構築することが急務
のため、若い世代に酪農を伝え続け、新規就農者

を生み出していきたいと考えています。

■地域ブロック同士の交流も積極的に実施
　ブロックを超えた会員同士の交流を目的に、他ブロックに対し
て研修会の参加者を募ったり、他ブロックの会員
牧場を視察するなどの企画も行われています。
またブロック合同で研修会を開催しているブ
ロックもあり、酪農家の全国ネットワーク組
織としての特性を生かした幅広い活動が積極
的に行われています。
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地
域
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
紹
介

平成 30 年関東・東海ブロック合同研修会
松下牧場（静岡県）視察の様子

令和元年近畿・中国・四国ブロック
オオヤブデイリーファーム（熊本県）視察の様子

和暦
西暦

年度

●
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事
業
成
果
と
り
ま
と
め

ー 

改
正「
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
」施
行 

ー

ー 
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発
生 

ー

●「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
２０
年
の
節
目
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」協
力

ー 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
発
効 
ー

ー 

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
発
効 
ー

●「
20
周
年
記
念
事
業
第
１
回
検
討
会
」開
催

●
防
疫
ポ
ス
タ
ー
作
成

ー 

飲
用
乳
価
値
上
げ
、牛
乳
小
売
価
格
改
定
、「
な
つ
ぞ
ら
」放
映
ス
タ
ー
ト 

ー

ー 

改
元（
平
成
か
ら
令
和
へ
） 

ー

ー 

台
風
15
号
上
陸 

ー

ー 

日
米
貿
易
協
定
発
動 

ー

●「
20
周
年
記
念
誌
」発
刊

ー 

消
費
増
税（
８
％
↓
10
％
等
） 

ー

ー 

台
風
19
号
上
陸 

ー

●「
２０
周
年
記
念
式
典
」開
催

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

内
　
容

30
2018

29
2017

令和元年 31
2019

■
防
疫
ポ
ス
タ
ー
作
成

　
口
蹄
疫
の
発
生
か
ら
８
年
が
経
過

し
た
が
、
近
隣
国
で
は
継
続
し
て
発

生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、我
が
国
へ
の

海
外
旅
行
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、今一度
防
疫
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
、牧
場
に
来
場
す
る
消
費
者
へ
の

啓
発
と
し
て
、
防
疫
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
全
会
員
に
配
布
し
た
。

月210 9 9 42 2 12349 51013

■
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
２０
年
の
節
目
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
協
力

　
平
成
30
年
度
に
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
活
動
が
本
格
的
に
取
り

組
ま
れ
て
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎

え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。本
会
は
酪
農
教

育
フ
ァ
ー
ム
活
動
の
実
践
者
で
も
あ

り
、活
動
当
初
か
ら
協
力
し
て
き
た

た
め
、
全
会
員
に
案
内
し
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
募
り
、

本
会
か
ら
57
牧
場
63
名
が
参
加
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
盛
り
上
げ
た
。

■「
２０
周
年
記
念
式
典
」開
催

　
平
成
３１
年
度
に
本
会
設
立
か
ら
20

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

令
和
元
年
10
月
24
日
に
北
海
道
釧
路

に
て
記
念
式
典
を
開
催
。年
表
で
日
本

酪
農
を
め
ぐ
る
情
勢
と
共
に
本
会
の

活
動
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

　
改
め
て
本
会
の
役
割
や
重
要
性
を

再
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け

て
い
く
思
い
を
参
加
者
全
員
で
共
有
。

会
員
同
士
の
繋
が
り
が
よ
り一層
強
固

と
な
る
式
典
と
な
っ
た
。

平成 30 年度 第 3 回北海道クラブ・ユース

ソーセージ作り体験

平成 28 年度 チーズ作り研修会

平成 28 年度 もーもースクール in 岡田
（宮城県）

NHK イベント「ふるさとの食  にっぽんの食」

平成 30 年度 「学生との交流会」

平成 30 年度 第 3 回クラブ・ユース
「ディリー・ワールドカフェ」

ラブリー牧場視察
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東海ブロック
　東海ブロックでは、1泊 2 日等遠方の研修会には参加しづらい会員が気
軽に参加できるように、近隣の牧場等を視察する「ミニ研修会」を年に 2 ～
3 回開催しています。近年は全国や地域ブロックでも「クラブ・ユース活動」
が盛んになっていますが、親世代の会員で「親父の会」を作り交流しています。
親子間の仲が良く、活動のお手本となる会の発足当時からの会員もおり、素
晴らしい仲間たちと共に活動しています。また、指定団体の理解と協力により、
円滑に活動を続けられています。節目節目で原点に戻り、親世代の経験と、ユー
ス世代の時代に沿った活動で、今後も頑張りたいと考えています。

近畿・中国・四国ブロック
　近中四ブロックでは３つのブロックが 1つになり活動を行っています。活動範囲
は広いですが、毎年開催府県を変えるなど工夫して、製造・流通・交流専門部会

での研修、クラブ・ユース活動などの活動を行っています。全国事業である
全国研修会や、東北や熊本における震災復興支援事業にもブロックか
ら積極的に参加しています。特徴として、活動には後継者世代の若手
会員も積極的に参加しているため、世代間の交流を行うことができて
います。新規会員も毎年加入しており、年々賑やかになっています。

九州ブロック　

　平成 22 年に口蹄疫が発生。平成 28 年には熊本地震が発生し、いずれも
大きな被害がありました。被災した会員もいましたが、被害を乗り越え
会員同士がより協力し合い、前向きに活動を行っています。
　特徴的な活動としては、酪農教育ファーム活動と連携し教員対象
の酪農体験を行うほか、熊本地震以降毎年被災した小学校で酪農
体験を開催しています。口蹄疫発生の経験から、交流活動では防疫
対策を厳重に行っています。

今
後
の
１０
年
に
向
け
た
宣
言

編
集
後
記

　

交
牧
連
設
立
２０
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
２０
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
た
。
式
典
の
締
め
く
く
り
に

「
今
後
の
１０
年
に
向
け
た
宣
言
」
が
若
手
会
員
で
あ
る
小
林
拓
氏（
島
根
県
・
小
林
牧
場
・
近
中
四
ブ
ロ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
・

ユ
ー
ス
代
表
）
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
は
、日
本
酪
農
に
対
す
る
理
解・支
援
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
、平
成
１１
年
７
月
に
、

酪
農
家
自
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、設
立
２０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、こ
こ
に
２０
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、本
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

実
績
や
会
員
同
士
の
繋
が
り
、そ
し
て
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
と
の
協
力
関
係
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
節
目
に
、
さ
ら
な
る
１０
年
に
向
け
て
本
会
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
宣
言
致
し
ま
す
。

一.

「
日
本
酪
農
の
魅
力
や
意
義
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
持
ち
、
各
地
域
で
行
う
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

活
動
、
自
家
製
乳
製
品
の
製
造
販
売
な
ど
を
通
じ
、
日
本
酪
農
の
理
解
醸
成
を
図
り
続
け
ま
す

一.

こ
の
２０
年
間
で
築
き
上
げ
た
会
員
同
士
の
絆
を
、
熱
い
気
持
ち
で
未
来
へ
繋
げ
ま
す

一.

変
わ
り
ゆ
く
酪
農
情
勢
を
踏
ま
え
、
活
動
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
本
会
の
さ
ら
な
る
発
展
と
周
知
に
取
り

組
み
ま
す

一.

会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
酪
農
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
努
力
し
続
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
憧
れ
、

地
域
に
求
め
ら
れ
る
酪
農
家
を
目
指
し
ま
す

      

以
上
、
宣
言
し
ま
す
。

　
　
　
令
和
元
年
１０
月
２４
日

地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会

２０
周
年
記
念
式
典

　

設
立
当
時
に
130
会
員
だ
っ
た
会
員
数
が
、

現
在
は
313
会
員（
平
成
31
年
5
月
）と
な
っ
た
。

国
内
の
酪
農
家
戸
数
が
減
少
す
る
中
で
も
、

本
会
の
会
員
数
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、
現
在

で
は
全
国
の
酪
農
家
の
お
よ
そ
５０
戸
に
１
戸

は
交
牧
連
の
会
員
と
い
う
計
算
に
な
る
。

　
会
員
数
増
加
の
背
景
に
は
、
地
域
に
お
け

る
会
員
の
積
極
的
な
声
掛
け
や
、
会
員
募
集

チ
ラ
シ
を
作
成
し
地
域
の
研
修
会
で
配
布
す

る
な
ど
の
広
報
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
員

募
集
や
活
動
報
告
の
ペ
ー
ジ
を
作
る
な
ど
の

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
近
年
は
全
国
研
修
会
や
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事

業
な
ど
、
交
牧
連
の
会
員
外
の
酪
農
家
に
も

積
極
的
に
研
修
会
の
案
内
を
す
る
な
ど
、
地

域
の
酪
農
家
を
巻
き
込
ん
だ
企
画
に
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
入
会
に
繋
が
っ
た

例
も
あ
る
。

　
今
後
、
さ
ら
な
る
国
際
化
や
、
頻
発
す
る

災
害
、
後
継
者
不
足
な
ど
、
厳
し
い
酪
農
情

勢
の
中
で
、
消
費
者
へ
の
「
日
本
酪
農
に
対
す

る
理
解
や
支
援
」
の
獲
得
は
よ
り
一
層
重
要
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
活
動
に
共
感
す
る
仲
間
を

増
や
し
、
ま
す
ま
す
活
発
な
活
動
に
し
て
い
く

と
と
も
に
、
会
の
存
在
を
業
界
内
外
で
さ
ら

に
知
っ
て
も
ら
い
、
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
会

で
あ
る
よ
う
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

ミニ研修会

平成 30 年度 第牛乳を使った料理研修

平成 30 年度 第 3 回クラブ・ユース IN 六甲山牧場

熊本復興支援もーもースクール
平成 30 年度 教員対象酪農体験
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